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「
口
に
出
し
た
く
な
る
良
い

名
前
」
と
宮
城
さ
ん
の
セ
ン

ス
に
賛
辞
を
贈
っ
た
。
後
期

か
ら
早
速
、「
１
０
７
食
堂

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
な
ど
、

名
称
が
使
用
さ
れ
た
メ
ニ
ュ

ー
が
登
場
し
て
い
る
。

　
防
災
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
で
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
な
ど
を
発
表
す

る
「
防
災
Ｄ
Ｘ
デ
イ
」
が
10

月
12
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
学
生
の
ほ

か
、
地
元
の
避
難
所
運
営
に

関
わ
る
住
民
ら
87
人
が
参

加
。
地
域
の
避
難
地
図
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
防
災
食
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
と
学
生

で
情
報
を
共
有
し
、
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
情
報
学
部
で
は
本

年
度
、
新
た
な
教
育
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム「
ラ
ボ
」を
ス
タ
ー

ト
。
防
災
を
柱
の
一
つ
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
今
回
の

防
災
Ｄ
Ｘ
デ
イ
で
は
、
ラ
ボ

で
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、

学
生
や
地
域
団
体
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
佐
藤
慶
一
教
授

担
当
の
「
ま
ち
づ
く
り
Ｄ
Ｘ

ラ
ボ
」は「
逃
げ
地
図
デ
ジ
タ

ル
化
」に
つ
い
て
公
表
し
た
。

逃
げ
地
図
は
、
避
難
所
ま
で

の
ル
ー
ト
を
時
間
ご
と
に
色

分
け
し
て
避
難
完
了
ま
で
に

か
か
る
時
間
を
可
視
化
す
る

地
図
。
ラ
ボ
で
は
川
崎
市
全

域
の
逃
げ
地
図
を
デ
ジ
タ
ル

で
作
成
、
多
摩
区
で
の
計
算

結
果
を
示
し
た
。
参
加
者
有

志
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

逃
げ
地
図
を
重
ね
合
わ
せ
、

地
域
で
連
携
し
た
活
動
ア
イ

デ
ア
を
話
し
合
う
機
会
も
設

け
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
ラ
ボ

災
害
食
研
究
チ
ー
ム
は
、
自

分
た
ち
で
考
案
し
た
災
害
時

の
メ
ニ
ュ
ー
や
栄
養
価
の
計

算
結
果
を
紹
介
し
た
。

　
無
人
コ
ン
ビ
ニ
ラ
ボ
を
担

当
す
る
石
井
健
太
郎
教
授
は

Ｎ
Ｆ
Ｃ
（
近
距
離
無
線
通

信
）
カ
ー
ド
を
用
い
た
参
加

者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
当
日
参
加
者
を
対
象

に
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
こ

の
ほ
か
、
Ｓ
Ｉ
Ｖ
（
専
修
生

田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
地
域

で
の
朝
清
掃
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
紹
介
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
前
半
は
、
高

知
県
立
大
学
の
島
田
郁
子
准

教
授
が
災
害
時
の
食
事
に
つ

い
て
講
演
。「
避
難
生
活
を

少
し
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
水
分
▽
食
事
を
し
っ

か
り
と
る
▽
衛
生
的
に
食
べ

る
▽
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

事
。
備
蓄
食
料
に

は
食
べ
な
れ
た
も

の
、
好
き
な
も
の

を
取
り
入
れ
て
。

災
害
発
生
前
こ
そ

備
え
を
し
っ
か

り
」
と
語
っ
た
。

　
佐
藤
教
授
ら
は

本
年
度
、
川
崎
市

多
摩
区
の
大
学
・

地
域
連
携
事
業
で

「
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
防
災

ま
ち
づ
く
り
手
法

の
開
発
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い

る
。

　
専
大
生
と
石
巻
専
大
生
が
企
画
し

た
「
い
し
の
ま
き
祭
り
」
が
10
月
27

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
学
生
や
地
域
の
方
を
は
じ
め
と

し
た
４
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

が
、
東
京
・
神
田
神
保
町
で
宮
城
県

石
巻
市
の
魅
力
を
体
感
し
た
。

　
会
場
に
は
、
石
巻
川
開
き
祭
り
を

彩
る
七
夕
飾
り
を
展
示
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
企
画
展
が
行
わ
れ
、
専
大

生
が
調
理
す
る
石
巻
焼
き
そ
ば
と
カ

キ
の
ホ
イ
ル
バ
タ
ー
蒸
し
の
無
料
配

布
（
各
先
着
２
０
０
人
）
に
は
行
列

が
で
き
た
。

　
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
専
大
生

は
、「
石
巻
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参

加
し
た
１
年
次
生
24
人
。
事
前
研
修

で
石
巻
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
８
月

に
現
地
を
訪
問
し
、
震
災
遺
構
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
見
学
、
名
物
・
石
巻

焼
き
そ
ば
の
調
理
研
修
、
わ
か
め
の

収
穫
を
体
験
し
た
。
い
し
の
ま
き
祭

り
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
を
生

か
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告
▽
わ
か

め
１
０
０
ｇ
ぴ
っ
た
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

▽
石
巻
災
害
復
興
関
連
紹
介
動
画
・

掲
示
・
展
示
▽
石
巻
の
魅
力
ス
ポ
ッ

ト
紹
介
展
示
▽
ミ
ニ
七
夕
飾
り
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▽
想

い
出
の
１
枚
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
実
施
し
た
。

　
北
田
涼
々
香
さ
ん
（
文
１
）
は

「
セ
ミ
ナ
ー
で
初
め
て
石
巻
を
訪

れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
き
れ
い
な
地
域

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

多
く
の
人
に
来
場
し
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
、「
楽
し
く
、
前
向

き
に
活
動
し
、
積
極
性
を
身
に
つ
け

る
な
ど
自
身
の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

 

（
６
面
に
関
連
記
事
）

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館

７
階
に
あ
る
学
生
ラ
ウ
ン
ジ

（
学
生
食
堂
）
の
名
称
が

「
１
０
７
（
て
ん
な
な
）
食

堂
」
に
決
定
し
た
。

　
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
学
生
か
ら
名
称
を
募

集
。
１
８
２
件
の
応
募
が
あ

り
、
宮
城
一
馬
さ
ん
（
法

３
）
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
採
用

さ
れ
た
。

　
宮
城
さ
ん
は
「
語
感
が
大

事
だ
な
と
考
え
て
い
る
時

に
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
わ
い
た
。
名
前
が
浸
透

し
、
長
く
残
っ
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
10
月
３
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
星
野
義
行
店
長
か
ら

賞
品
の
学
食
無
料
券
が
手
渡

さ
れ
た
。
表
彰
式
に
参
加
し

た
佐
竹
弘
靖
学
生
部
長
も

（
10
月
27
日
投
開
票
）

第

50
回
衆
議
院

議
員
選
挙
当
選
者

▽
浜
田
靖
一
氏
（
は
ま
だ
・

や
す
か
ず

昭
55
経
営
）
千

葉
12
区
、
自
民
、
11
選

▽
小
熊
慎
司
氏
（
お
ぐ
ま
・

し
ん
じ

平
４
法
）
福
島
３

区
、
立
民
、
５
選

▽
奥
下
剛
光
氏（
お
く
し
た
・

た
け
み
つ

平
10
商
）
大
阪

７
区
、
維
新
、
２
選

選
　
挙
　
結
　
果

▽
神
奈
川
県
箱
根
町
長
選
挙

（
10
月
27
日
投
開
票
）

勝
俣
浩
行
氏
（
か
つ
ま
た
・

ひ
ろ
ゆ
き

昭
53
商
）
再
選

紹  介

校
友
新
社
長

鷲
見
洋
一
氏
（
平
３
経
済
）

三
井
物
産
シ
ー
フ
ー
ズ
㈱
代

表
取
締
役
社
長
に
10
月
１
日

付
で
就
任
。本
社

東
京
都
。

水
産
物
の
輸
出
入
、
三
国
間

貿
易
及
び
国
内
販
売
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
神
奈
川
県
連
合
会
総
会
〉

▽
12
月
26
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
▽
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ

コ
ハ
マ
（
横
浜
市
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
第
39
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン

カ
ッ
プ
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

10
月
４
日
に
千
葉
県
平
川
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
た

写
真
。

　
開
始
直
後
ま
で
降
っ
て
い

た
雨
が
や
み
、
虹
の
か
か
る

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
参
加

者
は
腕
を
競
い
合
っ
た
。
今

回
は
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
選
手
の
渡
部
絵
美
さ
ん
や

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
北
島
順

子
さ
ん
（
平
４
経
済
）、
校
友

会
親
善
大
使
の
山
中
慎
介
さ

ん
（
平
17
商
）
ら
も
参
加
。

華
や
か
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま

り
、
表
彰
式
後
の
懇
親
会
も

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま

た
、
会
場
で
集
ま
っ
た
募
金

５
万
６
０
０
０
円
は
専
修
大

学
に
全
額
寄
付
さ
れ
た
。

　
プ
レ
ー
結
果
は
次
の
通

り
。
▽
優
勝

鏑
木
正
好
氏

（
昭
46
法
）
▽
シ
ニ
ア
優
勝
・

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

角
倉
貞

夫
氏

防災時の食事について講演する

高知県立大の島田准教授

逃げ地図を活用したアイデアを話し合う参加者たち

住
民
と
学
生
が
情
報
共
有

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
防
災
と
は

第
39
回
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
・
ゴ
ル
フ
大
会

命名者の宮城さん（左）に星野

店長から賞品が手渡された

神田10号館学生ラウンジ
命名「１０７（てんなな）食堂」

ネットワーク情報学部「防災ＤＸデイ」

石
巻
焼
き
そ
ば
を
調
理
す
る
学
生

今年も盛況だったいしのまき祭り

いしのまき祭りを開催

　鳳祭のテーマソングが完成、開会式と閉会
式で披露された。
　作詞・作曲、アレンジは塩見拓さん（国コ
ミュ３）、歌は芝澤伶瑛さん（文３）＝写真
左。公募によって選ばれた。
　タイトルは「君がいるから」。生田キャン
パスと神田キャンパスの距離を「23駅遠い
ね」と呟きながら「僕ら遠く離れてても　辿
り着くよ同じ場所へ」と爽やかに歌う。
　塩見さんは「大学生の今だからできるパワ

ーを表現した。仲間がいるから頑張れるとい
う思いを込めた」と話す。ライブで歌を披露
した芝澤さんは「大きな会場で大勢の人の前
で歌うのは最高の気持ち。歌詞に込められた
思いを伝えられるように歌った。皆さんの反
応を見て、伝わったのではないかと思う」と
笑顔で語った。
　「君がいるから」は鳳祭実行委員会公式
YouTubeで公開中。

　創立145年鳳祭が11月１日から３日まで、生田キャンパスで開催された。カフェやライブ、作
品展示や研究発表、模擬店などに大勢の学生や地域の方々、校友らが足を運んだ。
　「好きこそ無敵」がテーマの今年の鳳祭では、「グランプリ」「鳳コレクション」の二つの新企
画が登場。参加型のイベントで大いに盛り上がった。各団体による屋台グランプリも初の試み。
来場者の投票により、WATER FALLSのフライドポテトが初代王者の栄誉を獲得した。

ソソンンググ

創立創立145145年年

無敵無敵」」「「好き好きここそそ
鳳鳳祭祭
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